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ࣾは、岩手ݝの普代村に工場を設立、大手メーカーの
ҕୗ加工ܖ約のと（OEM 製造）、小・中・高ߍを中৺に
ͬߦ用体ҭҥ料（トレーニングウエア）の縫製加工をߍֶ
てきた。工場は量産への対応をਤりͳ͕Β、岩手・ࡾの
地に業Ҏདྷ、ؒ約 32 ສணのトレーニングウエアを受
注生産してきた。

ۙは、受注する生産品目͕ଟ༷化するととに、̍ճ͋
たりの受注量͕一ஈと小さ͘ͳͬてきており、現在所有し
ている量産型裁断機では品目のଟ༷化、小ロット化への対
応にݶ界͕͋ることを௧ײしてきた。その理༝は、ࣾの製
品はओにֶ体用のトレーニングウエアで͋るため、この発注
͕入ֶシーズンの̏ʙ݄̐に最ଟ͘ͳり、この納期を最༏
先に大量の縫製を͏ߦことに起Ҽしている。この࣌期には、
̍の量産型裁断機͕フルՔಇすることとͳり、小ロットの
受注は対応不Մ能で͋ͬた。このよ͏ͳ工場の体制では、
ଟ༷化するニーズや小ロット品への対応は難し͘ 、新商品の
開発や新ن事業の開にれを取ること͕༧された。こ
の体制の新をࡧする中、̍ຕ裁断に特化した裁断設備
͕複のメーカー͔Βൢചされていること͕Θ͔ͬた。̍ຕ
裁断機の導入は、量産ラインのՔಇをࢭめることͳ͘、試作
品や小ロットの受注にेに対応できると断し、ຊ事業の
ԉにより̍ࢧ ຕ裁断設備の新ن導入に౿みることとした。

1. 実施した経緯 2. 実施した内容

֤メーカー͕取りѻ͏複機の̍ຕ裁断機の性能をൺֱ、
精査した݁Ռ、ࠃ内メーカーの最新Ӷ機で͋る̍ຕ裁断機
͕機能、価格ととにଥと断しߪ入することとした。

この裁断機は、̍ຕ裁断に特化されているため、ൟ期
で短納期の小ロットや試作品の発注に対応͕Մ能で͋
る。

裁断機の導入ޙはその特性を最大ݶに活͔すため、新企
画商品の試作、開発にண手。ࣾのデβイン୲者͕新企
画商品で͋るスポーツウエアのデβインをߟ案し、ن格ੇ法
と縫製仕༷をܾ定。そのޙ、CAD システムを用いて、新企
画商品の裁断データを設計した。新裁断機は、このデータ
をಡみ取り、縫製生地のロスをえͳ͕Β裁断作業をߦい、
裁断された新企画商品の֤パーツは縫製工程にૹΒれ、試
作品を成させる。

試作品の成を受け、աڈに૬ஊ、ཁの͋ͬたセミオー
ダースポーツウエアの縫製を企画した。これ·での小ロット
や試作品、ຕ程度の受注は、コスト高とͳるため敬ԕし
͕ͪで͋ͬた͕、̍ຕ裁断機の導入により量産品の裁断、
縫製の製造ラインをࢭめることͳ͘、同࣌進ߦで、小ロット
の͔ࡉいཁに応えること͕できると断したためで͋る。

そのޙ、スポーツウエアに使Θれるニットૉ材の特性を
ख़しているࣾは、裁断ޙの֤パーツのඍ調整やサイズ、
デβイン、৭࠼等をফඅ者自͕બ択できるセミオーダーと

Ռ
量産の受注ラインの稼働と併せ、試作品や小ロット
の裁断が可能となった。また、従来の裁断機は消
耗品を必要としたが、新たな裁断機には必要なく
環境保全、及びコスト削減につながった。これとと
もに事業の成果を機に自社ブランドを立ち上げた。

Ңܦ
既存の裁断設備は、量産の受注
を優先としたため、小ロットの対
応は困難であった。１枚裁断機を
導入し、短納期、小口受注への
対応が必要とされた。

༰ࢪ࣮
本事業において１枚裁断が可
能な裁断機を導入し、試作
品や小ロットの裁断を既存の
量産裁断機によることなく対
応できた。
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3. 取り組みの成果 4. 今後の取り組み

ൟ期に͋りͳ͕Β短納期・小ロット生産͕Մ能とͳͬ
たこと、̍ຕ裁断機とこれ·での量産型裁断機の同࣌Քಇ
をՄ能にしたことは、量産品の生産へのӨڹを最小ݶに
えること͕できたこと大きͳ成Ռといえる。加えて、܁り
ฦされる発注に対し、̎の裁断機͕同࣌にՔಇすることに
より、これ·でのよ͏に̍の裁断機の有による縫製工程
へのれをճ避されると確信している。

̍ຕ裁断機の導入લは、量産型裁断機によͬて小ロット
の裁断をͬߦていたため、このؒは量産品の裁断は中断を
༨ّͳ さ͘れていた。その݁Ռ、裁断工程͕れ、納期そ
ののにӨڹを及΅すことଟʑ͋ͬた。·た、裁断のれ
はޙ工程で͋る縫製作業のԆটいた。縫製を୲する
ै業һ͕手空きの状態にͳるため、ૣ期ղܾ͕ٸで͋ͬ
た。新設備導入ޙは、縫製工程での手空き状͕گղফされ
たことに加え、納期の短縮にͭͳ͕り、発注者との信པ
関の向上に·す·すد༩するのと期している。

量産型裁断設備では、生地͕ͬ͘ ͔ͭͳいよ͏、生地の
Լにෑ͘専用の用͕ࢴඞཁͩͬた。·た、Կにॏねた
生地をバキュームでѹ縮して裁断しやす す͘るため、上ֻけ
Ϗニールফ品として使Θれていた。̍ຕ裁断に特化した

地域のお٬༷向けで͋る工場ൢ自ࣾブランド「,A;U
MARU」を立ͪ上げることをܾҙし、企画͔Β製造・ൢച
を一؏して取り組Ή事業をスタートさせた。これを内容とす
るܦӦֵ新計画͕平成2�݄̏、岩手ݝ事のঝೝを受け、

「,A;UMARU」の商ඪొをͬߦた。オリジφルブラン
ドとして「,A;UMARU」を商品化するためにはએ、ൢ
ചଅ進活動にめͳけれͳΒͳい。そのためには資金͕
ඞཁとされる。面はࣾの方で͋る「地産地ண」をલ
面にԡし出し、地域に密ணしたӦ業活動を͏ߦことをܾҙ。

大手にはできͳい小ロットの対応をੵ極的に͏ߦことで、
地元ͳΒではの地域密ண型をӦ業方に掲げ、よΖこれ
る製品ͮ り͘をల開してい͘。

これ·でҕୗ加工・受注生産してきた製品はֶߍ体ҭҥ
料のトレーニングウエア͕中৺で͋ͬた͕、ޙࠓはհࢪޢ設
のέアスタッフ、༮ஓԂ、保ҭԂ等のै事者に対象をげ、
̨、̢、̡サイズに͔͔ΘΒͣ、ண用する方ʑのৄࡉͳサ
イズデータに基ͮいた動きやすいスポーツウエアのセミオー
ダー化を目ࢦす。製造͕Մ能で͋ることをӦ業活動として
えͳ͕Β、注จに応͡てい͘方で͋る。

衣料生活資材

しての「,A;UMARU」ブランドを立ͪ上げ、「地産地ண」
のさΒͳる実現に向けスタートをͬた。

新設備ではこれΒফ品を一ඞཁとしͳいため、ڥ保
શ、及びܦඅの減にͭͳ͕ͬている。

紙やビニールなどの消耗品が不要になったことで
環境保全や経費削減に成功。

１枚裁断設備機器導入により、既存裁断機を稼働したまま試作品の製作が可能に。

大量生産用の既存裁断機を同時に稼働させることで
繁忙期における小口受注に対応。

1枚裁断設備機器導入により、セミオー
ダーに対応できる自社ブランド「KAZU
MARU」を確立。

小口の対応強化、短納期の実現に向け、
１枚裁断設備機器導入事業に携わった
植田常務。

繊維製品製造、縫製加工
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